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高速なネットワークと安価な大容量記憶装置の発達によって，ウェブページや XML文書に代表される
半構造データ [2]がネットワーク上に蓄積されており，大規模半構造データを対象としたデータマイニング
（半構造データマイニング）に対する要求が高まっている．

しかし，半構造データは関係データベースとは違い，明示的な構造をもたないので，関係データベース

を対象とした従来のデータマイニング手法 [3]を，半構造データに直接適用することは困難である．そのた
め，木構造やグラフ構造に対する高速なマイニング手法の開発が急務となっている．

半構造データマイニングの研究は，Holderらの部分構造発見アルゴリズム Subdue [8]やNestrovらのス
キーマ抽出手法 [13]，Wangらの頻出経路列発見手法 [17]など，1990年代なかばから顕在化し，その後，2000
年頃から，頻出部分構造を発見する問題を中心に，急激に研究が増えている [1, 4, 5, 6, 9, 10, 15, 18, 19]．
半構造データマイニングの応用は，スキーマ発見 [13, 17]，情報抽出 [14]，文書分類 [17]，巨大文書の概

覧 [17]，Xpathを用いた検索の効率化，XML文書の圧縮など多岐にわたる．さらに，半構造データマイニ
ング手法は，化学物質 [7, 9, 11]，遺伝子ネットワーク [16]，インターネットのリンク構造，ネットワークロ
グ [19]，電子回路といった複雑なデータからのデータマイニングに活用されていくことが期待されている．
本ミニサーベイでは，我々のグループで研究を進めている頻出部分構造発見アルゴリズム FREQT と

OPTT，StreamTを中心に，下記に示される効率のよい半構造データマイニング手法と，その応用事例を
紹介する．

• Asaiらによる，順序木集合からの頻出順序木パターン発見アルゴリズム FREQT [1, 4, 5]

• Zakiによる，順序木集合からの頻出順序木パターン発見アルゴリズム TreeMiner [19]

• Congらによる，順序木集合からのラベル変数つき頻出経路列発見アルゴリズム [6]

• Inokuchiらによる，グラフ集合からの頻出部分グラフ発見アルゴリズム AGM [9]

• KuramochiとKarypisによる，グラフ集合からの頻出部分グラフ発見アルゴリズム FSG [10]

• Vanetikらによる，グラフ集合からの頻出部分グラフ発見アルゴリズム [15]

• Yanと Hanによる，グラフ集合からの頻出部分グラフ発見アルゴリズム gSpan [18]
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